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□　巻頭言 

変えていくことと伝えていかなければならないこと

界外　忠之 
一般社団法人三重県診療放射線技師会　会長 

カレンダー上は平日を表す黒色となっているのに国民の祝日となり、ちょっと得
した気分で迎えることとなった「即位礼正殿の儀が行われる日」。朝から生憎の雨
空であったが、その雨が逆に厳かな雰囲気を盛り上げる効果を醸し出していた「賢
所大前の儀」。 
「即位礼正殿の儀」が始まる頃にはその雨も上がり、奇跡を見ているかの如く

皇居の上に虹が架かり、正に天をも新時代の到来を祝うかのごとし光景を目の当た
りにした。 
高御座より国内外に宣明された天皇陛下のお言葉には、三度も「平和」という

言葉が盛り込まれ、令和という新時代が安泰であってほしいと願う陛下の強い思い
を国民一同、確信した。 
さて、儀式の中継を見ながら解説者の言葉に耳をやると、皇居宮殿・松の間に鎮

座する「高御座」と「御帳台」だが、我々が拝見するに天皇皇后両陛下が揃って儀
式に臨まれるというのは何の違和感も無いところであるが、以前は天皇陛下の玉座
である「高御座」のみで、皇后さまの御座である「御帳台」は大正天皇の即位の際
に初めて設営されたとのこと。その新設された理由が、欧州の王族のお妃を大切に
する習慣を取り入れ、欧州の伝統の影響を受け設営するようになったとのことで
あった。 
まるで平安絵巻を見ているかのごとき光景から、さぞ古来よりの決め事や習わ

し、伝統を重んじ踏襲した儀式と思いきや、そのような理由から儀式の主たる部分
を改変していたことが大変興味深く耳に残った。他にも、「饗宴の儀」と呼ばれる
晩餐会も、平成の即位では七回行われたとのことだが、今回は両陛下の体調への配
慮から四回に減らされたとのことであった。このように千年以上続く国家を挙げて
の儀式といえど、その時代に応じたやり方に変えていく潔さを感じると共に、逆に
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その意味を知り絶対に変えてはいけないこと、後世に伝えていかなければならない
部分を明確に理解した上での変革が大切であると感じた。
さて話しを我々の技師会に戻そう。今年も先日の1 0月5日に鈴鹿医療科学大学　

JART記念館において、令和元年度第3回JART理事会が開催された。会員の中には
気付かれた方もいるだろうか、通常は東京で開催されるJART理事会が年に一度だ
け我が鈴鹿にわざわざ出向いて開催されている、その訳を。実は、JART記念館の
前に顕彰碑と呼ばれる石碑がある。この碑は、全国の亡くなった放射線技師の長年
の功労を称える目的で建立されたもので、年に一度JART理事会が鈴鹿で開催され
ると同時に、入魂式を行い、その年に亡くなった方の名前を読み上げ、献花を供え
文字通り御霊を入魂するのである。 
そのような意味があって、JART理事会は必ず年に一度は鈴鹿で開催されている

のである。 
鈴鹿は、全国の先輩技師の御霊が眠っている場所。つまり、放射線技師にとって

の聖地と言えるのです。先ずは、我々地元の技師がそのことを知り、聖地である三
重県の技師であるという自覚と自負を持つこと、その上で「三重県は放射線技師の
聖地」というワードを全国に、そして後世の技師に伝えていこうじゃありません
か。 
私は会長に就任以来、「変革」という言葉をモットーとし、がむしゃらに色々

な新しいことに取り組んできました、これからも益々新しいことに取り組み変革し
ていきます。 
しかし、これからは変えていいこととと変えてはいけないことのバランス感覚を

大切にしながら、また後世に伝えていかなければならないことは、その意味から正
しく理解した上で伝えることを大切にしたいと思います。 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□お知らせ 
第68回　南勢地区消化管撮影技術研究会 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レントゲン週間　碧鈴祭イベント 
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レントゲン週間・碧鈴祭イベント

令和元年11月10日（日）

鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパス
（鈴鹿市岸岡町1001-1）

研究実習棟4210（黄色いドア建物の2階）

主催：（一社） 三重県診療放射線技師会
鈴鹿医療科学大学 保健衛生学部 放射線技術科学科

『3D画像から“見えない中身”を捜査しよう！』

10:00～16:00

CTの3D画像体験

日時

場所

子供大人問わず、どなたでも参加できます。
参加費無料（当日来場制）、1回20分程度

医療分野や工業分野で使われているCT装置！
3Dワークステーションを使って中身を当ててみよう！
あなたも“CT3D画像”の世界を体験してみませんか？

はいっているものを
当ててみよう！！

共催：（公社）日本診療放射線技師会

（11月８日はレントゲン発見の日）



第17回 三重胸部CT技術研究会 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2019  年  11 月  16  日  （ 土 ） 

鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパス B 棟 3523 教室 
14 ： 00 ～ 17 ： １0 （ 13 ： 00 受付開始 ） 

事前申込  （ 11 月 11 日（ 月 ）締切 ） 

Mail ; xraymizui@gmail.com （ 24 時間受付 ） 

（ FAX 受付時間 9：00-17：00 まで ） 

                三重胸部ＣＴ技術研究会 

  共催          富士製薬工業株式会社 

        キヤノンメディカルシステムズ株式会社 

    鈴鹿回生病院 

三重県診療放射線技師会 

 

13：00 ～       受付開始                     総合司会 武内病院 横谷 領希 先生 

14:00～14:30     情報提供  （ 造影剤の安全情報 ）          富士製薬工業株式会社 

                        （ ＣＴ技術の情報提供） キヤノンメディカルシステムズ株式会社 

14：30～14：50   フィルムリーディング  （ 肺疾患 ・ 救急胸部疾患等 ） 

14：50～15：10   出題者                             
 

15：20～16：00   教育講演  

 

 

 

 

16：10～17：10    特別講演   

         

       一宮市立市民病院 医療技術局 放射線技術室 山元 早紀 先生  

「逐次近似の時代に見直そう MTF」 
～なぜタスクベース TTF に変わったか～ 

 座長 榊原温泉病院  草川 拓也 先生 

講師   日本Ｘ線ＣＴ専門技師認定機構 代表理事   

藤田医科大学病院 放射線部 副部長  井田 義宏 先生     

  

縦隔疾患における CT 診断の要点 
 座長 鈴鹿医療科学大学 保健衛生学部 放射線技術科学科  北岡 ひとみ 先生 

講師 名古屋市立大学 大学院医学研究科 放射線医学分野  

 副部長・准教授 小澤 良之 先生  
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当研究会は年に 2 回前期と後期に開催を予定しており、「前期は技術（テクニカル）」「後期は臨床（クリニ

カル）」をコンセプトに開催しております症例検討では皆様に実際に読影をして頂き、日常臨床に直結した

知識を御紹介いたします。皆様のご参加を世話人一同お待ちしております。 代表世話人 水井 雅人 

 
                                
 
QRコードから 
事前登録できます。 
 

当日は、軽食をご用意いたします。参加費として 500 円を徴収させていただきます。 ( 学生無料 ) 

（ 軽食は限りがあり、事前申込の方から配布いたします。当日参加も可能ですが軽食は先着順となります。 ） 

 

当研究会は、肺がんＣＴ検診認定機構より更新ポイント５単位、救急撮影技師認定機構より 

認定ポイント２ポイント、日本 X 線 CT 専門技師認定機構より 3 単位が付与されます。 
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第１7 回三重胸部 CT 技術研究会 
事前登録 FAX 申込書 
FAX 059-375-1311 

Mail xraymizui@gmail.com 
（事前登録なしでの参加も可能ですが、軽食が先着順となります。） 

ご施設名 ： 
ご参加者名 
1. 
2. 
3. 
4. 
5. 
6. 
7. 
8. 
9. 
10. 
 事前登録締め切り 11 月 11 日（ 月 ）です。 

QRコードからも事前登録できます 



第42回 三重乳腺勉強会 

11

�

× �� �� nïtÞs�`� õc8(»i�

�

©�� �

çø<+<+(ÅÒ8'44 �:É*o&<+6<-5�Ø9¹s�`8ì�T�-@(­¬5(wq

Bé@x$¢ÑÉ*�&<+6�

)25× �� �nïtÞs�`BSã84 @õc+A'4T6@<*-6�

[�95t¦k�·TÁT!%2�A®�ÛÂÎ=k�Ä65T1�25nï��v�î÷�Íø8¥��

nòfÇT5
0�013/2��1-1 âÜ�gT1�25�Ö�úvÎÐÕFNGmÍø>@Ï��½fÇB ¨#*

25(æÆ�-.#<+6�

�$8µ8yrB ¡/*2 @<+6�

²h�

�

ã�

ăĂ ¶·ć^~e� �� ¸ �� ¶ā¶Ă�� · �� mĈ�
 · �	 m� āzy� �� · �� mĈĂ�

�

ĄĂ `�ćðÿU�Ú|Íø� � ùæÝ� �āuüĂ� 4´ü�

� � � � � � �	����
��� ðÿ���Ê�sß ���	�	�� � � � �

� � � � � 4¯£O·ö�lg{BnÈ*2�-.#5»iTÃ02ùÀBo"02$.)��

ąĂ yrèć	�� j�

�

ĆĂ i�āeMEhJĂ�

��ć��Ĉ���������zyõ��

��ć��Ĉ�	ć��� æÆ �ć7 ¥�Óv"t¦k�·TÁT!%2�A®�ÛÂÎ�

 >:k�pËd¾º4k�Ä8�

��

nï��v�î÷�Íø� �  ¥�Ó±«� � � � ¥�� nò� fÇ� �

�

�	ć��Ĉ�	ć�	��_¤�

�	ć�	Ĉ�
ć�	� æÆ �ć7í;AĀ
0�013/2��1-1 ·]Tb�A8�

� � � � � � � � � � � � � � � Ĉ�ø8Ùþ!?�°*6�âÜ�gTb�A;#'4Ĉ�

�

�Ö�úvÎÐÕFNGmÍø� � ®�ÛäÎîó� � � � Ï�� ½� fÇ� �

�

�

�ÌTåZ� � � �Ö�¶�Íø� � Ô��  � ðÿU�Ú|Íø� � Yo�

Xt�� � � � � ¼}�Ú|vÎFNGm� � ëà� �

�

 
 



12

 
 
 
 

`�8(»i 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
*�¶9äÎ_¶T6@<+6¿ûlg{9ôñ*2 @<+835·ö�lg{B
(nÈS)�6 

*uü 2ù8DiImGm39æÝ�<3á%<,C835aÈ*6�3S)�6 
*�5ýê�B(nÈ8µ9 §³3+"5ýêoB`�zy<3 ª/S)�6 
 



第4回 三重県診療放射線技師学術大会 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第4回 三重県診療放射線技師学術大会の演題募集 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第4回三重県診療放射線技師学術大会の演題募集 
                         大 会 長  界外 忠之 

 
 第 4 回三重県診療放射線技師学術大会は令和元年 12 月 14 日（土）、鈴鹿医療科学大学
にて開催予定です。大会のメインテーマは－道を究める－としました。この大会が会員の皆
様、そして参加されるすべての方々にとって明日につながる有意義な大会になるよう実行委
員全員で準備してまいりました。 
 ぜひ、多くの皆様に参加していただくとともに、三重県で活躍する診療放射線技師の輪を
広げていきたいと願っており、多くの演題の応募よろしくお願いいたします。 

 
１． 開 催 日 令和元年１２月１４日（土） 
２． 会   場 鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパス B講義棟 1階 3513講義室  
３． 参 加 費 会 員 無料  
         非会員１０００円 
         学 生 無料 
４． 発表形式  口述発表 
         プレゼンテーション７分、討論３分 
５． 演題募集要項 
         １） 募集者（演者）は（一社）三重県診療放射線技師会員であること 
         ２） 募集期間 ２０１９年７月１５日（月） 

～２０１９年１０月３１日（木） 
         ３） 共同研究者は 7名までとし、演者が発表できない場合、共同研究

者が代わりに発表する。 
６． 演題登録方法 
         １）登録は発表者名、発表者所属機関名、発表者会員番号、共同研究者

名、共同研究者所属機関名を記入してください。  
２）抄録は演題名、目的、方法、結果、結論（考察）を400字程度に
まとめてください。 

３）１、２を記入の上、下記のメールアドレスへ送信してください。 

mieart2019@gmail.com 
７． 演題採択 
         １）応募演題の採否、発表日時は実行委員会を経て大会長にて決定させ

ていただきます。（全て採用でしょう） 
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                   ２）演題採用通知はプログラムの発表にかえさせていただきます。 
 
        奮ってご応募のほど、よろしくお願いいたします！！ 
 
        大会長、実行委員一同、皆様の参加をお待ちしております！ 
 

実行委員  委員長 丹羽 正厳  
                       委員  磯部 好孝 
                       委員  北岡 ひとみ 
                       委員  難波 一能 
                       委員  水井 雅人 
                       委員  山崎 圭三 
 
                 事務局 市立四日市病院 中央放射線室 
                     〒510-8567 

三重県四日市市芝田二丁目2－37 
TEL ０５９－３５４－１１１１ 

      ７０３６（内線） 



第8回　三重県マンモグラフィ講習会 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第１０７回北勢消化器画像研究会 

報告者 JCHO四日市羽津医療センター 伊藤誠 

日時 ２０１９年６月１５日（土） 14:00～17：30 

場所 鈴鹿回生病院 健康増進棟 ３階 講義室 

参加人数 １９名 

 

症例検討１ 

 症例提示 JCHO四日市羽津医療センター 杉田和久              

症例は、５４才男性 

＝背景胃粘膜＝Hp感染（現感染）、粘膜萎縮（中等度萎縮）背景胃粘膜（中間帯） 

＝局所所見＝ 

病変数（単発）、凹凸（陥凹性病変）病変部位（胃体下部後壁小彎より）大きさ（2.5cmX2cm） 

内面の性状（無構造・平坦・平滑）、辺縁の性状（明瞭・滑らか）、周辺の性状（幅が均一・浮腫

状）、襞集中（なし）硬さ（柔らかい）。 

鑑別疾患（０－III型早期がん、２型・３型進行がん,悪性リンパ腫など） 

読影者は、楕円形の辺縁の滑らかな陥凹と周辺の幅が均一で低い隆起から胃潰瘍とした。 

会場からは、陥凹の形が口側で“すぼまって”いる点を考慮すると「悪性リンパ腫も考慮して読

むべき」という意見が上がった。また、圧迫撮影は、病変を椎体と圧迫筒で挟むように、前壁撮

影には枕をしっかり使いようにと撮影に関する指導も行われた。結果は胃潰瘍であった。 

 

1ヵ月後                 １１ヵ月後 
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レクチャー 「背景胃粘膜」 

講師 JCHO四日市羽津医療センター 伊藤 誠 

背景胃粘膜診断とは、ヘリコバクターピロリ菌（以下 Hp）

感染に端を発する多くの疾患が存在し、それら疾患に対する

リスクの評価と疾患による異常所見の早期発見を目的とし

て、胃炎と胃固有腺萎縮の評価を行う。 

 Hp感染に感染した胃粘膜は、表層性胃炎、萎縮性胃炎、腸

上皮化成と変化する。その過程において F境界線は前庭部か

ら次第に胃体部の大彎側へと移動する。内視鏡的分類で、木

村・竹本らによる分類が X線画像における F境界線の移動の

説明にも用いられる。そして、F境界線で囲まれた領域を、F

境界線内部領域（胃底腺粘膜領域）、F境界線の近くを F境界

線近傍領域（胃底腺と腸上皮化成の混在、中間帯）F 境界線

から肛門側に離れた領域を F 境界線外部領域（腸上皮化成粘

膜領域）という。 

馬場らは、1995 年「X 線的胃小区像からみた背景粘膜の質的

診断」で胃小区模様の形態変化と粘膜萎縮・腸上皮化成の関

連性を述べている。 

中島らは、前庭部の胃粘膜パターンを平滑型・粗糙型・中間型

に分類、粘膜ひだの形を正常型・異常型・中間型に分類、 

粘膜ひだの分布を背臥位二重造影正面像において胃角から胃

体部の領域を４分割してひだが描出されている領域の数で５

段階に分類した。粘膜パターン正常型でひだの形が正常型の

場合、未感染の疑い。粘膜パターン粗糙型でひだの形が異常

型の場合は、現感染。それ以外は既感染の疑いとする。 

 除菌によって F境界線の位置は固定されるため、正常型に

みえても F境界線が胃角より口側にある場合は、既感染を疑

う。また、除菌後に胃底腺ポリープが形成される場合がある

ので、撮影中に胃底腺ポリープを見つけたからと言って安易

に未感染と判断するのは避けていただきたい。 
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症例検討 ２  

症例提示 JCHO四日市羽津医療センター 伊藤誠 

６５歳 女性 

＝背景胃粘膜＝Hp感染（現感染）、粘膜萎縮（中等度萎縮）背景胃粘膜（胃底腺粘膜） 

＝局所所見＝ 

病変数（多発） 

病変①：背景胃粘膜（中間帯）凹凸（陥凹性病変）病変部位（胃体下部後壁中央）大きさ（３cmX

３cm）陥凹の形は地図状、内面の性状（無構造・平坦・平滑）、辺縁の性状（明瞭・滑らか）、周

辺の性状（ひだ集中）、襞集中（多焦点型）硬さ（硬い）。 

病変②：背景胃粘膜（胃底腺粘膜）凹凸（陥凹性病変）病変部位（胃体中部大彎）大きさ（2cmX1cm）

陥凹の形は多角形、内面の性状（顆粒を認める）、辺縁の性状（明瞭・歪・断崖状）、周辺の性状

（低い隆起・盛り上がり）、襞集中（なし）硬さ（硬い）。 

鑑別疾患（０－III型早期がん、２型・３型進行がん,悪性リンパ腫など） 

 会場の意見は良病変とも悪性の早期がんを疑うという点は一致していたが、深達度で会場の

意見は割れた。病変①は、範囲はおおむね一致しているものの、ひだの形と空気量による形態の

変化をどう判断するかで意見が分かれた。病変②はバリウムの溜まり像の周囲にあるはじき像

を深部浸潤による盛り上がりとみるか、反応性の隆起ととらえるかで意見が分かれた。 

病理結果は、病変①は固有筋層にまでおよび低分化腺癌（充実型）病変②は明らかな癌は確認

されなかった。ひだの観察は、ひだ両端や谷間のバリウムを病変より離れた場所から丁寧に観察

すると良いという意見があり、会場内の多くが画像見ながら納得する様子が印象的であった。 

 

報告者 JCHO四日市羽津医療センター 伊藤誠 
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□　編集後記 

台風19号で被災された三重県南部、東北、信州の方には心よりお見
舞い申し上げます。 
10月というのに週末は台風のオンパレードで全く気の抜けない秋と
なりました。 
これも地球温暖化による気候変動の影響なのでしょうか？「過去の
歴史から見ると今は氷河期に向かって進んでおり、氷河期前は気候変
動が激しい」という意見もあります。 
令和最初の会誌をお届けします。 
自然の猛威に対しても平穏な時代であることを祈っております。
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